
－ 1 －

令

和

八

年

九

月

第
三
百
二
十
七
回
定
例
会
提
出
議
案

青

森

県

議

会

番

号

件

名

摘

要

議

案

令
和
八
年
度
青
森
県

１

歳
入
歳
出
予
算
の
補
正

第

一

号

一
般
会
計
補
正
予
算

百
六
十
一
億
五
千
五
十
万
八
千
円

（
第
二
号
）
案

（
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
）

七
千
七
百
八
十
九
億
千
四
百
万
八
千
円

２

繰
越
明
許
費

女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
費
ほ
か
二
十
一
件

３

債
務
負
担
行
為
の
補
正

令
和
八
年
度
新
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
整
備
方

針
案
策
定
支
援
業
務
委
託
代
金
ほ
か
十
件

４

地
方
債
の
補
正

地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
施
設
整
備
事
業

ほ
か
十
八
件

二
十
一
億
五
千
八
百
万
円

（
担
当
課

財
政
課
）

議

案

令
和
八
年
度
青
森
県

１

歳
入
歳
出
予
算
の
補
正

第

二

号

港
湾
整
備
事
業
特
別

五
億
四
千
四
百
五
十
三
万
九
千
円

会
計
補
正
予
算
（
第

（
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
）

一
号
）
案

三
十
三
億
三
千
五
百
四
十
万
五
千
円

２

地
方
債
の
補
正

港
湾
整
備
事
業

五
億
円

（
担
当
課

財
政
課
）



－ 2 －

番

号

件

名

摘

要

議

案

令
和
八
年
度
青
森
県

１

つ
く
し
が
丘
病
院

第

三

号

病
院
事
業
会
計
補
正

資
本
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
の
補
正

予
算
（
第
一
号
）
案

収
入

三
百
万
円

支
出

八
百
十
五
万
三
千
円

２

共
同
経
営
・
統
合
新
病
院

収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
の
補
正

収
入

四
十
六
万
四
千
円

支
出

百
十
五
万
九
千
円

３

企
業
債
の
補
正

県
立
つ
く
し
が
丘
病
院
施
設
整
備
事
業
及
び
医

療
器
械
整
備
事
業

三
百
万
円

（
担
当
課

財
政
課
）

議

案

令
和
八
年
度
青
森
県

１

流
域
下
水
道

第

四

号

下
水
道
事
業
会
計
補

資
本
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
の
補
正

正
予
算
（
第
一
号
）

収
入
（
減
額
）
五
億
九
千
五
百
三
十
六
万
円

案

支
出
（
減
額
）
五
億
九
千
五
百
三
十
六
万
円

２

十
和
田
湖
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

資
本
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
の
補
正

収
入
（
減
額
）
七
千
三
百
八
十
万
円

支
出
（
減
額
）
七
千
三
百
八
十
万
円

３

企
業
債
の
補
正

下
水
道
事
業

（
減
額
）
一
億
千
九
百
万
円

（
担
当
課

財
政
課
）



－ 3 －

番

号

件

名

摘

要

議

案

青
森
県
地
域
未
来
基

青
森
県
地
域
未
来
基
金
を
設
置
す
る
も
の
で
あ

第

五

号

金
条
例
案

る
。

（
担
当
課

総
合
政
策
課
）

議

案

青
森
県
行
政
手
続
に

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律

第

六

号

お
け
る
特
定
の
個
人

に
よ
る
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
等
に
つ

を
識
別
す
る
た
め
の

い
て
条
例
に
よ
る
県
の
他
の
機
関
に
対
す
る
特
定
個

番
号
の
利
用
等
に
関

人
情
報
の
提
供
を
し
な
い
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ

す
る
法
律
施
行
条
例

る
。

の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案

（
担
当
課

行
政
経
営
課
）



－ 4 －

番

号

件

名

摘

要

議

案

青
森
県
児
童
福
祉
法

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
、
一
時
保
護
を
適
正

第

七

号

施
行
条
例
の
一
部
を

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
の
登
録
の
基
準
を
定
め
る

改
正
す
る
条
例
案

も
の
で
あ
る
。

（
担
当
課

こ
ど
も
み
ら
い
課
）

議

案

青
森
県
立
学
校
設
置

青
森
県
立
青
森
若
葉
養
護
学
校
、
青
森
県
立
浪
岡

第

八

号

条
例
の
一
部
を
改
正

養
護
学
校
、
青
森
県
立
森
田
養
護
学
校
、
青
森
県
立

す
る
条
例
案

弘
前
第
一
養
護
学
校
、
青
森
県
立
弘
前
第
二
養
護
学

校
、
青
森
県
立
黒
石
養
護
学
校
、
青
森
県
立
七
戸
養

護
学
校
、
青
森
県
立
む
つ
養
護
学
校
、
青
森
県
立
八

戸
第
一
養
護
学
校
及
び
青
森
県
立
八
戸
第
二
養
護
学

校
の
名
称
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
担
当
課

学
校
教
育
課
）



－ 5 －

番

号

件

名

摘

要

議

案

工
事
の
請
負
契
約
の

１

工
事
の
表
示

第

九

号

件

青
森
県
庁
舎
（
電
気
棟
）
新
築
工
事

２

請
負
代
金

六
億
四
千
二
十
万
円

３

契
約
の
相
手
方

鹿
内
・
盛
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

（
担
当
課

財
産
管
理
課
）

議

案

工
事
の
請
負
契
約
の

１

工
事
の
表
示

第

十

号

件

青
森
県
庁
舎
（
電
気
棟
）
新
築
電
気
設
備
工
事

２

請
負
代
金

十
九
億
五
千
二
百
五
十
万
円

３

契
約
の
相
手
方

張
山
・
日
善
・
エ
ム
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体
（
担
当
課

財
産
管
理
課
）



－ 6 －

番

号

件

名

摘

要

議

案

工
事
の
請
負
契
約
の

１

工
事
の
表
示

第

十
一

号

件

障
が
い
者
交
流
セ
ン
タ
ー
ね
む
の
き
会
館
（
仮

称
）
（
本
館
）
改
築
工
事

２

請
負
代
金

六
億
千
八
百
二
十
万
円

３

契
約
の
相
手
方

鹿
内
・
盛
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

（
担
当
課

障
が
い
福
祉
課
）

議

案

工
事
の
請
負
契
約
の

１

工
事
の
表
示

第

十
二

号

件

弘
前
警
察
署
（
庁
舎
）
改
築
工
事

２

請
負
代
金

三
十
二
億
七
千
二
百
五
十
万
円

３

契
約
の
相
手
方

西
村
・
南
・
弘
南
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

（
担
当
課

警
察
本
部
施
設
装
備
課
）

議

案

工
事
の
請
負
契
約
の

１

工
事
の
表
示

第

十
三

号

件

ヘ
リ
テ
レ
中
継
シ
ス
テ
ム
更
新
工
事

２

請
負
代
金

六
億
六
千
八
百
三
十
六
万
円

３

契
約
の
相
手
方

張
山
電
氣
株
式
会
社

（
担
当
課

警
察
本
部
施
設
装
備
課
）



－ 7 －

番

号

件

名

摘

要

議

案

工
事
の
請
負
契
約
の

県
営
天
間
ダ
ム
地
区
防
災
ダ
ム
事
業
・
農
業
水
利

第

十
四

号

一
部
変
更
の
件

施
設
保
全
合
理
化
事
業
天
間
ダ
ム
防
ダ
ム
第
十
四
号

工
事
・
天
間
ダ
ム
合
理
化
第
七
号
工
事
に
つ
い
て
、

工
事
内
容
の
変
更
に
よ
る
請
負
代
金
の
変
更
を
す
る

も
の
で
あ
る
。

（
担
当
課

農
村
整
備
課
）

議

案

工
事
の
請
負
契
約
の

三
・
三
・
八
号
白
銀
市
川
環
状
線
橋

梁

整
備

り
ょ
う

第

十
五

号

一
部
変
更
の
件

（
（
仮
称
）
馬
淵
川
橋
）
工
事
（
田
面
木
工
区
）
に

つ
い
て
、
工
事
内
容
の
変
更
に
よ
る
請
負
代
金
の
変

更
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
担
当
課

都
市
計
画
課
）



－ 8 －

番

号

件

名

摘

要

議

案

工
事
の
請
負
契
約
の

三
・
三
・
八
号
白
銀
市
川
環
状
線
橋

梁

整
備

り
ょ
う

第

十
六

号

一
部
変
更
の
件

（
（
仮
称
）
馬
淵
川
橋
）
工
事
（
尻
内
工
区
）
に
つ

い
て
、
工
事
内
容
の
変
更
に
よ
る
請
負
代
金
の
変
更

を
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
担
当
課

都
市
計
画
課
）

議

案

工
事
の
請
負
契
約
の

青
森
県
立
盲
学
校
・
青
森
県
立
青
森

聾
学
校
改

ろ
う

第

十
七

号

一
部
変
更
の
件

築
工
事
に
つ
い
て
、
物
価
等
の
変
動
に
よ
る
請
負
代

金
の
変
更
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
担
当
課

学
校
施
設
課
）



－ 9 －

番

号

件

名

摘

要

議

案

権
利
の
放
棄
の
件

１

債
務
者

第

十
八

号

八
戸
市
江
陽
四
丁
目
五
の
三
一

太
洋
水
產
株
式
会
社

２

放
棄
す
る
権
利
の
内
容

平
成
二
十
七
年
十
月
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
八

年
三
月
十
四
日
ま
で
の
間
に
実
施
し
た
八
戸
漁
港

内
の
工
作
物
の
除
去
及
び
漁
港
施
設
の
原
状
回
復

に
係
る
工
事
の
代
執
行
に
伴
う
事
務
管
理
に
係
る

費
用
の
償
還
の
請
求
権

（
担
当
課

漁
港
漁
場
整
備
課
）

議

案

訴
え
の
提
起
の
件

県
営
住
宅
の
明
渡
し
及
び
滞
納
家
賃
等
の
支
払
の

第

十
九

号

請
求
の
訴
え
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
。

１

被
告

八
戸
市
在
住

個
人
Ａ

２

請
求
の
趣
旨

次
に
掲
げ
る
判
決
及
び
仮
執
行
の
宣
言
を
求
め

る
。

⑴

被
告
は
、
八
戸
市
下
長
四
丁
目
県
営
住
宅
河

原
木
団
地
二
十
六
号
棟
二
階
四
号
の
建
物
を
明

け
渡
せ
。

⑵

被
告
は
、
県
に
対
し
て
金
七
十
三
万
七
千
五

百
円
及
び
公
営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律

第
百
九
十
三
号
）
第
三
十
二
条
第
一
項
の
明
渡

し
の
期
限
が
到
来
し
た
日
の
翌
日
か
ら
⑴
の
建

物
の
明
渡
し
を
行
う
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て

近
傍
同
種
の
住
宅
の
家
賃
の
額
の
二
倍
に
相
当

す
る
額
の
金
銭
を
支
払
え
。

⑶

訴
訟
費
用
は
、
被
告
の
負
担
と
す
る
。

３

請
求
の
原
因

被
告
は
、
令
和
五
年
十
一
月
以
降
、
県
営
住
宅

の
家
賃
を
滞
納
し
、
及
び
公
営
住
宅
法
第
三
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
明
渡
し
の
請
求
に
応
じ

な
い
も
の
で
あ
る
。

（
担
当
課

建
築
住
宅
課
）



－ 10 －

番

号

件

名

摘

要

議

案

訴
え
の
提
起
の
件

県
営
住
宅
の
明
渡
し
及
び
滞
納
家
賃
等
の
支
払
の

第

二
十

号

請
求
の
訴
え
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
。

１

被
告

埼
玉
県
加
須
市
在
住

個
人
Ａ

２

請
求
の
趣
旨

次
に
掲
げ
る
判
決
及
び
仮
執
行
の
宣
言
を
求
め

る
。

⑴

被
告
は
、
五
所
川
原
市
み
ど
り
町
五
丁
目
県

営
住
宅
広
田
団
地
九
号
棟
五
階
三
号
の
建
物
を

明
け
渡
せ
。

⑵

被
告
は
、
県
に
対
し
て
金
七
十
六
万
七
百
円

及
び
公
営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百

九
十
三
号
）
第
三
十
二
条
第
一
項
の
明
渡
し
の

期
限
が
到
来
し
た
日
の
翌
日
か
ら
⑴
の
建
物
の

明
渡
し
を
行
う
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
近
傍

同
種
の
住
宅
の
家
賃
の
額
の
二
倍
に
相
当
す
る

額
の
金
銭
を
支
払
え
。

⑶

訴
訟
費
用
は
、
被
告
の
負
担
と
す
る
。

３

請
求
の
原
因

被
告
は
、
令
和
六
年
九
月
以
降
、
県
営
住
宅
の

家
賃
を
滞
納
し
、
及
び
公
営
住
宅
法
第
三
十
二
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
明
渡
し
の
請
求
に
応
じ
な

い
も
の
で
あ
る
。

（
担
当
課

建
築
住
宅
課
）

議

案

青
森
県
道
路
公
社
の

青
森
県
道
路
公
社
の
道
路
の
整
備
に
関
す
る
基
本

第
二
十
一
号

道
路
の
整
備
に
関
す

計
画
の
変
更
に
係
る
定
款
の
変
更
に
つ
い
て
、
国
土

る
基
本
計
画
の
変
更

交
通
大
臣
に
対
し
、
同
公
社
と
共
同
し
て
認
可
の
申

に
係
る
定
款
の
変
更

請
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

に
つ
い
て
認
可
の
申

請
を
す
る
の
件

（
担
当
課

道
路
課
）



－ 11 －

番

号

件

名

摘

要

議

案

青
森
県
工
業
用
水
道

令
和
七
年
度
青
森
県
工
業
用
水
道
事
業
未
処
分
利

第
二
十
二
号

事
業
未
処
分
利
益
剰

益
剰
余
金
を
建
設
改
良
積
立
金
を
積
み
立
て
る
方
法

余
金
の
処
分
の
件

及
び
資
本
金
へ
組
み
入
れ
る
方
法
に
よ
り
処
分
す
る

も
の
で
あ
る
。

（
担
当
課

整
備
企
画
課
）

議

案

青
森
県
病
院
事
業
建

青
森
県
病
院
事
業
建
設
改
良
積
立
金
を
令
和
七
年

第
二
十
三
号

設
改
良
積
立
金
の
目

度
青
森
県
病
院
事
業
未
処
理
欠
損
金
の
補
塡
に
充
て

的
外
使
用
の
件

る
も
の
で
あ
る
。

（
担
当
課

病
院
局
事
業
統
括
部
）

議

案

青
森
県
下
水
道
事
業

令
和
七
年
度
青
森
県
下
水
道
事
業
資
本
剰
余
金
を

第
二
十
四
号

資
本
剰
余
金
の
処
分

未
処
理
欠
損
金
を
補
塡
す
る
方
法
に
よ
り
処
分
す
る

の
件

も
の
で
あ
る
。

（
担
当
課

都
市
計
画
課
）



－ 12 －

番

号

件

名

摘

要

議

案

青
森
県
公
安
委
員
会

青
森
県
公
安
委
員
会
委
員
野
呂
知
子
の
任
期
が
令

の

ろ

と

も

こ

第
二
十
五
号

委
員
の
任
命
の
件

和
八
年
十
月
十
日
を
も
っ
て
満
了
す
る
の
で
、
後
任

の
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
を
得
る
も
の
で
あ

る
。

（
担
当
課

人
事
課
）

議

案

決
算
の
認
定
を
求
め

令
和
七
年
度
の
決
算
の
認
定
を
求
め
る
も
の
で
あ

第
二
十
六
号

る
の
件

る
。

（
担
当
課

会
計
管
理
課
）

議

案

青
森
県
工
業
用
水
道

令
和
七
年
度
の
青
森
県
工
業
用
水
道
事
業
会
計
の

第
二
十
七
号

事
業
会
計
の
決
算
の

決
算
の
認
定
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

認
定
を
求
め
る
の
件

（
担
当
課

整
備
企
画
課
）

議

案

青
森
県
病
院
事
業
会

令
和
七
年
度
の
青
森
県
病
院
事
業
会
計
の
決
算
の

第
二
十
八
号

計
の
決
算
の
認
定
を

認
定
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

求
め
る
の
件

（
担
当
課

病
院
局
事
業
統
括
部
）



－ 13 －

番

号

件

名

摘

要

議

案

青
森
県
下
水
道
事
業

令
和
七
年
度
の
青
森
県
下
水
道
事
業
会
計
の
決
算

第
二
十
九
号

会
計
の
決
算
の
認
定

の
認
定
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

を
求
め
る
の
件

（
担
当
課

都
市
計
画
課
）

報

告

専
決
処
分
し
た
事
項

１

和
解
の
相
手
方

第

一

号

の
報
告
の
件
（
和
解

む
つ
市
在
住

の
件
）

個
人
Ａ

２

和
解
の
内
容

県
は
、
令
和
六
年
七
月
十
六
日
十
和
田
市
元
町

東
三
丁
目
六
〇
の
六
四
七
地
内
の
県
道
に
お
い

て
、
当
該
県
道
の
側
溝
の
蓋
の
不
備
に
伴
う
事
故

に
よ
っ
て
個
人
Ａ
が
負
傷
し
た
こ
と
に
係
る
解
決

金
と
し
て
、
同
人
に
対
し
て
金
八
十
八
万
円
を
支

払
う
。

（
令
和
八
年
七
月
十
三
日
専
決
処
分
）

（
担
当
課

道
路
課
）



－ 14 －

番

号

件

名

摘

要

報

告

専
決
処
分
し
た
事
項

１

和
解
の
相
手
方

第

二

号

の
報
告
の
件
（
和
解

上
北
郡
七
戸
町
在
住

の
件
）

個
人
Ａ

２

和
解
の
内
容

県
は
、
令
和
八
年
三
月
二
日
十
和
田
市
大
字
立

崎
字
立
崎
九
の
二
地
先
の
県
道
に
お
い
て
、
当
該

県
道
の
穴
ぼ
こ
に
起
因
す
る
事
故
に
よ
っ
て
個
人

Ａ
所
有
の
自
動
車
が
損
傷
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ

た
損
害
の
賠
償
金
と
し
て
、
同
人
に
対
し
て
金
七

千
四
百
七
十
七
円
を
支
払
う
。

（
令
和
八
年
七
月
二
十
七
日
専
決
処
分
）

（
担
当
課

道
路
課
）

報

告

専
決
処
分
し
た
事
項

１

和
解
の
相
手
方

第

三

号

の
報
告
の
件
（
和
解

三
沢
市
在
住

の
件
）

個
人
Ａ

２

和
解
の
内
容

県
は
、
令
和
八
年
四
月
二
十
七
日
三
沢
市
花
園

町
三
丁
目
三
一
の
三
七
二
四
地
先
の
県
道
に
お
い

て
、
当
該
県
道
の
穴
ぼ
こ
に
起
因
す
る
事
故
に
よ

っ
て
個
人
Ａ
所
有
の
自
動
車
が
損
傷
し
た
こ
と
に

よ
り
生
じ
た
損
害
の
賠
償
金
と
し
て
、
同
人
に
対

し
て
金
三
万
二
千
二
十
円
を
支
払
う
。

（
令
和
八
年
七
月
二
十
七
日
専
決
処
分
）

（
担
当
課

道
路
課
）



－ 15 －

番

号

件

名

摘

要

報

告

専
決
処
分
し
た
事
項

１

和
解
の
相
手
方

第

四

号

の
報
告
の
件
（
和
解

三
沢
市
在
住

の
件
）

個
人
Ａ

２

和
解
の
内
容

県
は
、
令
和
八
年
五
月
四
日
上
北
郡
東
北
町
字

下
板
橋
七
九
の
一
地
先
の
県
道
に
お
い
て
、
当
該

県
道
上
の
ス
ノ
ー
ポ
ー
ル
に
接
触
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
個
人
Ａ
所
有
の
自
動
車
が
損
傷
し
た
こ
と
に

よ
り
生
じ
た
損
害
の
賠
償
金
と
し
て
、
同
人
に
対

し
て
金
四
万
四
百
二
十
五
円
を
支
払
う
。

（
令
和
八
年
八
月
四
日
専
決
処
分
）

（
担
当
課

道
路
課
）

報

告

専
決
処
分
し
た
事
項

１

和
解
の
相
手
方

第

五

号

の
報
告
の
件
（
和
解

平
川
市
在
住

の
件
）

個
人
Ａ

２

和
解
の
内
容

県
は
、
令
和
八
年
一
月
二
十
九
日
平
川
市
南
田

中
西
原
一
一
二
の
九
地
先
の
県
道
に
お
い
て
、
当

該
県
道
の
無
蓋
側
溝
に
起
因
す
る
事
故
に
よ
っ
て

個
人
Ａ
所
有
の
自
動
車
が
損
傷
し
た
こ
と
に
よ
り

生
じ
た
損
害
の
賠
償
金
と
し
て
、
同
人
に
対
し
て

個
人
用
自
動
車
保
険
契
約
に
基
づ
き
保
険
会
社
が

支
払
っ
た
金
十
九
万
六
千
六
百
六
十
八
円
の
ほ
か

金
三
万
千
二
百
三
円
を
支
払
う
。

（
令
和
八
年
八
月
七
日
専
決
処
分
）

（
担
当
課

道
路
課
）



－ 16 －

番

号

件

名

摘

要

報

告

専
決
処
分
し
た
事
項

令
和
八
年
一
月
二
十
九
日
平
川
市
南
田
中
西
原
一

第

六

号

の
報
告
の
件
（
損
害

一
二
の
九
地
先
の
県
道
に
お
い
て
当
該
県
道
の
無
蓋

賠
償
の
額
の
決
定
の

側
溝
に
起
因
す
る
事
故
に
よ
っ
て
個
人
Ａ
所
有
の
自

件
）

動
車
が
損
傷
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
損
害
に
つ
い

て
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
が
個
人
用
自
動
車

保
険
契
約
に
基
づ
く
保
険
金
の
支
払
を
行
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
保
険
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
代
位
取
得
し
た
損
害
賠
償
請
求
権
に
係
る
損
害
に

つ
い
て
の
県
の
同
株
式
会
社
に
対
す
る
損
害
賠
償
の

額
を
左
記
の
と
お
り
定
め
る
も
の
と
す
る
。

損
害
賠
償
額

十
九
万
六
千
六
百
六
十
八
円

（
令
和
八
年
八
月
七
日
専
決
処
分
）

（
担
当
課

道
路
課
）

報

告

専
決
処
分
し
た
事
項

１

和
解
の
相
手
方

第

七

号

の
報
告
の
件
（
和
解

上
北
郡
六
ケ
所
村
在
住

の
件
）

個
人
Ａ

２

和
解
の
内
容

県
は
、
令
和
八
年
二
月
十
四
日
三
沢
市
大
字
三

沢
字
淋
代
平
一
一
六
の
二
六
〇
二
地
先
の
県
道
に

お
い
て
、
当
該
県
道
の
穴
ぼ
こ
に
起
因
す
る
事
故

に
よ
っ
て
個
人
Ａ
所
有
の
自
動
車
が
損
傷
し
た
こ

と
に
よ
り
生
じ
た
損
害
の
賠
償
金
と
し
て
、
同
人

に
対
し
て
金
十
万
六
千
九
百
三
十
円
を
支
払
う
。

（
令
和
八
年
八
月
十
日
専
決
処
分
）

（
担
当
課

道
路
課
）



－ 17 －

番

号

件

名

摘

要

報

告

専
決
処
分
し
た
事
項

１

和
解
の
相
手
方

第

八

号

の
報
告
の
件
（
和
解

黒
石
市
在
住

の
件
）

個
人
Ａ

弘
前
市
大
字
常
盤
坂
二
丁
目
七
の
二
四

有
限
会
社
丸
二
建
設

２

和
解
の
内
容

有
限
会
社
丸
二
建
設
は
、
令
和
八
年
一
月
二
十

八
日
弘
前
市
大
字
小
沢
字
広
野
一
九
五
地
先
の
県

道
に
お
い
て
個
人
Ａ
が
運
転
し
、
同
有
限
会
社
が

所
有
す
る
自
動
車
の
運
行
に
よ
る
事
故
に
よ
っ
て

県
有
自
動
車
が
損
傷
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
損

害
の
賠
償
金
と
し
て
、
県
に
対
し
て
金
六
十
万
四

千
五
百
八
十
二
円
を
支
払
う
。

（
令
和
八
年
八
月
十
八
日
専
決
処
分
）

（
担
当
課

農
林
水
産
政
策
課
）

報

告

専
決
処
分
し
た
事
項

令
和
六
年
七
月
十
六
日
十
和
田
市
元
町
東
三
丁
目

第

九

号

の
報
告
の
件
（
損
害

六
〇
の
六
四
七
地
内
の
県
道
に
お
い
て
当
該
県
道
の

賠
償
の
額
の
決
定
の

側
溝
の
蓋
の
不
備
に
伴
う
事
故
に
よ
っ
て
個
人
Ａ
が

件
）

負
傷
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
、
国

が
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
療
養
給
付
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
同

法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
代
位
取
得

し
た
損
害
賠
償
請
求
権
に
係
る
県
の
国
に
対
す
る
損

害
賠
償
の
額
を
左
記
の
と
お
り
定
め
る
も
の
と
す

る
。

損
害
賠
償
額

八
万
四
千
二
百
九
円

（
令
和
八
年
八
月
二
十
七
日
専
決
処
分
）

（
担
当
課

道
路
課
）



－ 18 －

番

号

件

名

摘

要

報

告

専
決
処
分
し
た
事
項

１

和
解
の
相
手
方

第

十

号

の
報
告
の
件
（
和
解

弘
前
市
在
住

の
件
）

個
人
Ａ

２

和
解
の
内
容

県
は
、
令
和
八
年
二
月
十
六
日
弘
前
市
大
字
十

腰
内
字
猿
沢
二
六
一
三
地
内
の
県
道
に
お
い
て
、

当
該
県
道
の
穴
ぼ
こ
に
起
因
す
る
事
故
に
よ
っ
て

個
人
Ａ
所
有
の
自
動
車
が
損
傷
し
た
こ
と
に
よ
り

生
じ
た
損
害
の
賠
償
金
と
し
て
、
同
人
に
対
し
て

金
二
万
三
千
八
百
六
十
五
円
を
支
払
う
。

（
令
和
八
年
八
月
二
十
七
日
専
決
処
分
）

（
担
当
課

道
路
課
）

報

告

専
決
処
分
し
た
事
項

１

和
解
の
相
手
方

第

十
一

号

の
報
告
の
件
（
和
解

青
森
市
在
住

の
件
）

個
人
Ａ

２

和
解
の
内
容

県
は
、
令
和
八
年
二
月
二
十
一
日
弘
前
市
大
字

門
外
三
丁
目
一
六
の
二
九
地
内
の
県
道
に
お
い
て
、

当
該
県
道
の
段
差
に
起
因
す
る
事
故
に
よ
っ
て
個

人
Ａ
所
有
の
自
動
車
が
損
傷
し
た
こ
と
に
よ
り
生

じ
た
損
害
の
賠
償
金
と
し
て
、
同
人
に
対
し
て
金

四
万
三
千
五
百
円
を
支
払
う
。

（
令
和
八
年
八
月
二
十
七
日
専
決
処
分
）

（
担
当
課

道
路
課
）



－ 19 －

番

号

件

名

摘

要

報

告

専
決
処
分
し
た
事
項

１

和
解
の
相
手
方

第

十
二

号

の
報
告
の
件
（
和
解

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町
二

の
件
）

日
本
通
運
株
式
会
社

２

和
解
の
内
容

県
は
、
令
和
八
年
三
月
七
日
弘
前
市
大
字
悪
戸

字
中
野
九
の
二
地
先
の
県
道
に
お
い
て
、
当
該
県

道
上
の
樹
木
に
接
触
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
通

運
株
式
会
社
所
有
の
自
動
車
が
損
傷
し
た
こ
と
に

よ
り
生
じ
た
損
害
の
賠
償
金
と
し
て
、
同
株
式
会

社
に
対
し
て
金
一
万
八
千
七
百
五
十
五
円
を
支
払

う
。

（
令
和
八
年
八
月
二
十
七
日
専
決
処
分
）

（
担
当
課

道
路
課
）

報

告

専
決
処
分
し
た
事
項

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
三
戸
郡
田
子
町
大
字
関

第

十
三

号

の
報
告
の
件
（
損
害

字
栗
ノ
木
平
一
の
二
地
先
の
国
道
に
お
い
て
当
該
国

賠
償
の
額
の
決
定
の

道
の
穴
ぼ
こ
に
起
因
す
る
事
故
に
よ
っ
て
株
式
会
社

件
）

フ
ソ
ウ
が
使
用
す
る
自
動
車
が
損
傷
し
た
こ
と
に
よ

り
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険

株
式
会
社
が
一
般
自
動
車
総
合
保
険
契
約
に
基
づ
く

保
険
金
の
支
払
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
保
険
法
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
代
位
取
得
し
た
損

害
賠
償
請
求
権
に
係
る
損
害
に
つ
い
て
の
県
の
同
株

式
会
社
に
対
す
る
損
害
賠
償
の
額
を
左
記
の
と
お
り

定
め
る
も
の
と
す
る
。

損
害
賠
償
額

三
万
六
千
二
百
七
十
八
円

（
令
和
八
年
八
月
二
十
七
日
専
決
処
分
）

（
担
当
課

道
路
課
）



－ 20 －

番

号

件

名

摘

要

報

告

専
決
処
分
し
た
事
項

１

和
解
の
相
手
方

第

十
四

号

の
報
告
の
件
（
和
解

三
沢
市
在
住

の
件
）

個
人
Ａ

２

和
解
の
内
容

県
は
、
令
和
八
年
四
月
十
一
日
三
沢
市
大
字
三

沢
字
庭
構
七
六
三
四
地
先
の
県
道
に
お
い
て
、
当

該
県
道
の
穴
ぼ
こ
に
起
因
す
る
事
故
に
よ
っ
て
個

人
Ａ
所
有
の
自
動
車
が
損
傷
し
た
こ
と
に
よ
り
生

じ
た
損
害
の
賠
償
金
と
し
て
、
同
人
に
対
し
て
金

一
万
九
千
百
九
十
五
円
を
支
払
う
。

（
令
和
八
年
八
月
二
十
七
日
専
決
処
分
）

（
担
当
課

道
路
課
）

報

告

専
決
処
分
し
た
事
項

１

和
解
の
相
手
方

第

十
五

号

の
報
告
の
件
（
和
解

む
つ
市
在
住

の
件
）

個
人
Ａ

２

和
解
の
内
容

県
は
、
令
和
八
年
四
月
十
二
日
三
沢
市
大
字
三

沢
字
庭
構
七
六
三
四
地
先
の
県
道
に
お
い
て
、
当

該
県
道
の
穴
ぼ
こ
に
起
因
す
る
事
故
に
よ
っ
て
個

人
Ａ
所
有
の
自
動
車
が
損
傷
し
た
こ
と
に
よ
り
生

じ
た
損
害
の
賠
償
金
と
し
て
、
同
人
に
対
し
て
家

庭
用
自
動
車
総
合
保
険
契
約
に
基
づ
き
保
険
会
社

が
支
払
っ
た
金
四
万
二
千
九
百
円
の
ほ
か
金
千
円

を
支
払
う
。

（
令
和
八
年
八
月
二
十
七
日
専
決
処
分
）

（
担
当
課

道
路
課
）



－ 21 －

番

号

件

名

摘

要

報

告

専
決
処
分
し
た
事
項

令
和
八
年
四
月
十
二
日
三
沢
市
大
字
三
沢
字
庭
構

第

十
六

号

の
報
告
の
件
（
損
害

七
六
三
四
地
先
の
県
道
に
お
い
て
当
該
県
道
の
穴
ぼ

賠
償
の
額
の
決
定
の

こ
に
起
因
す
る
事
故
に
よ
っ
て
個
人
Ａ
所
有
の
自
動

件
）

車
が
損
傷
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
が
家
庭
用
自
動

車
総
合
保
険
契
約
に
基
づ
く
保
険
金
の
支
払
を
行
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
保
険
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
代
位
取
得
し
た
損
害
賠
償
請
求
権
に
係
る

損
害
に
つ
い
て
の
県
の
同
株
式
会
社
に
対
す
る
損
害

賠
償
の
額
を
左
記
の
と
お
り
定
め
る
も
の
と
す
る
。

損
害
賠
償
額

四
万
二
千
九
百
円

（
令
和
八
年
八
月
二
十
七
日
専
決
処
分
）

（
担
当
課

道
路
課
）

報

告

専
決
処
分
し
た
事
項

１

和
解
の
相
手
方

第

十
七

号

の
報
告
の
件
（
和
解

上
北
郡
横
浜
町
在
住

の
件
）

個
人
Ａ

２

和
解
の
内
容

県
は
、
令
和
八
年
四
月
十
二
日
三
沢
市
大
字
三

沢
字
庭
構
七
六
三
四
地
先
の
県
道
に
お
い
て
、
当

該
県
道
の
穴
ぼ
こ
に
起
因
す
る
事
故
に
よ
っ
て
個

人
Ａ
所
有
の
自
動
車
が
損
傷
し
た
こ
と
に
よ
り
生

じ
た
損
害
の
賠
償
金
と
し
て
、
同
人
に
対
し
て
金

二
万
九
千
三
十
円
を
支
払
う
。

（
令
和
八
年
八
月
二
十
七
日
専
決
処
分
）

（
担
当
課

道
路
課
）



－ 22 －

番

号

件

名

摘

要

報

告

専
決
処
分
し
た
事
項

１

和
解
の
相
手
方

第

十
八

号

の
報
告
の
件
（
和
解

八
戸
市
城
下
四
丁
目
一
九
の
一
五

の
件
）

三
八
五
交
通
株
式
会
社

２

和
解
の
内
容

県
は
、
令
和
八
年
四
月
二
十
一
日
上
北
郡
お
い

ら
せ
町
上
久
保
六
一
の
二
二
地
先
の
県
道
に
お
い

て
県
有
道
路
照
明
灯
が
倒
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
三

八
五
交
通
株
式
会
社
所
有
の
自
動
車
が
損
傷
し
た

こ
と
に
よ
り
生
じ
た
損
害
の
賠
償
金
と
し
て
、
同

株
式
会
社
に
対
し
て
金
二
百
四
十
四
万
四
千
七
百

八
十
三
円
を
支
払
う
。

（
令
和
八
年
八
月
二
十
七
日
専
決
処
分
）

（
担
当
課

道
路
課
）

報

告

専
決
処
分
し
た
事
項

１

和
解
の
相
手
方

第

十
九

号

の
報
告
の
件
（
和
解

上
北
郡
六
ケ
所
村
在
住

の
件
）

個
人
Ａ

２

和
解
の
内
容

令
和
七
年
八
月
二
十
六
日
上
北
郡
六
ケ
所
村
大

字
泊
字
川
原
一
五
九
の
一
七
地
先
の
村
道
交
差
点

に
お
い
て
県
が
使
用
す
る
自
動
車
の
運
行
及
び
個

人
Ａ
所
有
の
自
動
車
（
以
下
「
本
件
自
動
車
」
と

い
う
。
）
の
運
行
に
よ
る
事
故
に
よ
っ
て
県
が
使

用
す
る
自
動
車
及
び
本
件
自
動
車
が
損
傷
し
た
こ

と
に
よ
り
生
じ
た
損
害
の
賠
償
金
と
し
て
、
県
は

同
人
に
対
し
て
金
十
万
九
千
八
百
円
を
、
同
人
は

県
に
対
し
て
金
十
五
万
八
千
八
百
三
十
四
円
を
支

払
う
。

（
令
和
八
年
八
月
二
十
八
日
専
決
処
分
）

（
担
当
課

農
林
水
産
政
策
課
）



－ 23 －

番

号

件

名

摘

要

報

告

専
決
処
分
し
た
事
項

１

和
解
の
相
手
方

第

二
十

号

の
報
告
の
件
（
和
解

青
森
市
在
住

の
件
）

個
人
Ａ

青
森
市
勝
田
一
丁
目
一
九
の
三

有
限
会
社
幸
青
通
信
社

２

和
解
の
内
容

令
和
八
年
一
月
九
日
平
川
市
碇
ヶ
関
東
碇
ヶ
関

山
国
有
林
七
三
六
林
班
ち
小
班
地
内
の
市
道
に
お

い
て
県
有
自
動
車
の
運
行
及
び
個
人
Ａ
が
運
転
し
、

有
限
会
社
幸
青
通
信
社
が
所
有
す
る
自
動
車
（
以

下
「
本
件
自
動
車
」
と
い
う
。
）
の
運
行
に
よ
る

事
故
に
よ
っ
て
県
有
自
動
車
及
び
本
件
自
動
車
が

損
傷
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
損
害
の
賠
償
金
と

し
て
、
県
は
同
有
限
会
社
に
対
し
て
金
十
一
万
八

千
三
百
四
十
九
円
を
、
同
有
限
会
社
は
県
に
対
し

て
金
八
万
八
千
三
百
四
十
一
円
を
支
払
う
。

（
令
和
八
年
八
月
二
十
八
日
専
決
処
分
）

（
担
当
課

監
理
課
）

報

告

専
決
処
分
し
た
事
項

１

和
解
の
相
手
方

第
二
十
一
号

の
報
告
の
件
（
和
解

青
森
市
在
住

の
件
）

個
人
Ａ

２

和
解
の
内
容

県
は
、
令
和
八
年
二
月
三
日
か
ら
同
月
十
七
日

ま
で
の
間
に
青
森
市
柳
川
一
丁
目
一
一
二
の
五
五

地
先
の
青
森
港
本
港
地
区
小
型
船
舶
用
物
揚
場
に

お
い
て
青
森
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
か
ら
の
氷
塊
の
落
下

に
よ
る
事
故
に
よ
っ
て
個
人
Ａ
所
有
の
小
型
船
舶

が
損
傷
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
損
害
の
賠
償
金

と
し
て
、
同
人
に
対
し
て
金
十
三
万
九
千
六
百
三

十
五
円
を
支
払
う
。

（
令
和
八
年
八
月
二
十
八
日
専
決
処
分
）

（
担
当
課

港
湾
空
港
課
）



－ 24 －

番

号

件

名

摘

要

報

告

専
決
処
分
し
た
事
項

１

和
解
の
相
手
方

第
二
十
二
号

の
報
告
の
件
（
和
解

東
津
軽
郡
平
内
町
在
住

の
件
）

個
人
Ａ

２

和
解
の
内
容

県
は
、
令
和
八
年
二
月
十
八
日
青
森
市
柳
川
一

丁
目
一
三
の
四
地
内
の
臨
港
道
路
に
お
い
て
、
当

該
臨
港
道
路
の
穴
ぼ
こ
に
起
因
す
る
事
故
に
よ
っ

て
個
人
Ａ
所
有
の
自
動
車
が
損
傷
し
た
こ
と
に
よ

り
生
じ
た
損
害
の
賠
償
金
と
し
て
、
同
人
に
対
し

て
金
九
千
九
百
円
を
支
払
う
。

（
令
和
八
年
八
月
二
十
八
日
専
決
処
分
）

（
担
当
課

港
湾
空
港
課
）

報

告

専
決
処
分
し
た
事
項

１

和
解
の
相
手
方

第
二
十
三
号

の
報
告
の
件
（
和
解

上
北
郡
六
ケ
所
村
在
住

の
件
）

個
人
Ａ

２

和
解
の
内
容

県
は
、
令
和
八
年
四
月
三
十
日
青
森
県
立
む
つ

養
護
学
校
駐
車
場
に
お
い
て
草
刈
作
業
に
伴
う
事

故
に
よ
っ
て
個
人
Ａ
所
有
の
自
動
車
が
損
傷
し
た

こ
と
に
よ
り
生
じ
た
損
害
の
賠
償
金
と
し
て
、
同

人
に
対
し
て
金
十
万
八
千
七
百
二
十
四
円
を
支
払

う
。

（
令
和
八
年
八
月
二
十
八
日
専
決
処
分
）

（
担
当
課

学
校
教
育
課
）



－ 25 －

番

号

件

名

摘

要

報

告

専
決
処
分
し
た
事
項

１

和
解
の
相
手
方

第
二
十
四
号

の
報
告
の
件
（
和
解

八
戸
市
在
住

の
件
）

個
人
Ｂ

八
戸
市
在
住

個
人
Ｃ

２

和
解
の
内
容

県
は
、
令
和
八
年
一
月
十
七
日
に
そ
の
保
管
し

た
個
人
Ａ
が
所
有
し
て
い
た
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
八
戸

警
察
署
に
お
い
て
紛
失
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た

損
害
の
賠
償
金
と
し
て
、
同
人
の
配
偶
者
で
あ
る

個
人
Ｂ
及
び
個
人
Ａ
の
子
で
あ
る
個
人
Ｃ
に
対
し

て
そ
れ
ぞ
れ
金
二
千
五
百
円
を
支
払
う
。

（
令
和
八
年
九
月
七
日
専
決
処
分
）

（
担
当
課

警
察
本
部
監
察
課
）

報

告

令
和
七
年
度
青
森
県

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
四
十
五
条
第
二
項
の
規

第
二
十
五
号

一
般
会
計
継
続
費
精

定
に
基
づ
き
、
令
和
七
年
度
青
森
県
一
般
会
計
継
続

算
報
告
書
の
報
告
の

費
精
算
報
告
書
に
つ
い
て
、
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

件

（
担
当
課

財
政
課
）



－ 26 －

番

号

件

名

摘

要

報

告

令
和
七
年
度
青
森
県

地
方
公
営
企
業
法
施
行
令
第
十
八
条
の
二
第
二
項

第
二
十
六
号

工
業
用
水
道
事
業
会

の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
七
年
度
青
森
県
工
業
用
水

計
継
続
費
精
算
報
告

道
事
業
会
計
継
続
費
精
算
報
告
書
に
つ
い
て
、
報
告

書
の
報
告
の
件

す
る
も
の
で
あ
る
。

（
担
当
課

整
備
企
画
課
）

報

告

令
和
七
年
度
青
森
県

地
方
公
営
企
業
法
施
行
令
第
十
八
条
の
二
第
二
項

第
二
十
七
号

病
院
事
業
会
計
継
続

の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
七
年
度
青
森
県
病
院
事
業

費
精
算
報
告
書
の
報

会
計
継
続
費
精
算
報
告
書
に
つ
い
て
、
報
告
す
る
も

告
の
件

の
で
あ
る
。

（
担
当
課

病
院
局
事
業
統
括
部
）

報

告

健
全
化
判
断
比
率
の

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

第
二
十
八
号

報
告
の
件

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
七
年
度
の

決
算
に
係
る
健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て
、
監
査
委

員
の
意
見
を
付
し
、
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

実
質
赤
字
比
率

な
し

連
結
実
質
赤
字
比
率

な
し

実
質
公
債
費
比
率

十
二
・
四
パ
ー
セ
ン
ト

将
来
負
担
比
率

五
十
・
一
パ
ー
セ
ン
ト

（
担
当
課

財
政
課
）



－ 27 －

番

号

件

名

摘

要

報

告

青
森
県
港
湾
整
備
事

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

第
二
十
九
号

業
の
資
金
不
足
比
率

第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
七
年

の
報
告
の
件

度
の
青
森
県
港
湾
整
備
事
業
特
別
会
計
の
決
算
に
係

る
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
の
意
見
を

付
し
、
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

資
金
不
足
比
率

な
し

（
担
当
課

港
湾
空
港
課
）

報

告

青
森
県
工
業
用
水
道

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

第

三
十

号

事
業
の
資
金
不
足
比

第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
七
年

率
の
報
告
の
件

度
の
青
森
県
工
業
用
水
道
事
業
会
計
の
決
算
に
係
る

資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付

し
、
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

資
金
不
足
比
率

な
し

（
担
当
課

整
備
企
画
課
）

報

告

青
森
県
病
院
事
業
の

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

第
三
十
一
号

資
金
不
足
比
率
の
報

第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
七
年

告
の
件

度
の
青
森
県
病
院
事
業
会
計
の
決
算
に
係
る
資
金
不

足
比
率
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付
し
、
報

告
す
る
も
の
で
あ
る
。

資
金
不
足
比
率

な
し

（
担
当
課

病
院
局
事
業
統
括
部
）



－ 28 －

番

号

件

名

摘

要

報

告

青
森
県
下
水
道
事
業

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

第
三
十
二
号

の
資
金
不
足
比
率
の

第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
七
年

報
告
の
件

度
の
青
森
県
下
水
道
事
業
会
計
の
決
算
に
係
る
資
金

不
足
比
率
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付
し
、

報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

資
金
不
足
比
率

な
し

（
担
当
課

都
市
計
画
課
）

報

告

公
立
大
学
法
人
青
森

公
立
大
学
法
人
青
森
県
立
保
健
大
学
の
令
和
七
年

第
三
十
三
号

県
立
保
健
大
学
の
令

度
に
お
け
る
業
務
の
実
績
に
つ
い
て
の
評
価
の
結
果

和
七
年
度
に
お
け
る

を
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改

業
務
の
実
績
に
つ
い

革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

て
の
評
価
の
結
果
の

る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
五
十
八
号
）
附
則
第
三

報
告
の
件

条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
報
告
す
る
も
の
で
あ

る
。

（
担
当
課

健
康
医
療
福
祉
政
策
課
）

報

告

地
方
独
立
行
政
法
人

地
方
独
立
行
政
法
人
青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

第
三
十
四
号

青
森
県
産
業
技
術
セ

の
令
和
七
年
度
に
お
け
る
業
務
の
実
績
に
つ
い
て
の

ン
タ
ー
の
令
和
七
年

評
価
の
結
果
を
地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
二
十
八
条

度
に
お
け
る
業
務
の

第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

実
績
に
つ
い
て
の
評

価
の
結
果
の
報
告
の

件

（
担
当
課

農
林
水
産
政
策
課
）



－ 29 －

番

号

件

名

摘

要

報

告

公
立
大
学
法
人
青
森

公
立
大
学
法
人
青
森
県
立
保
健
大
学
の
中
期
目
標

第
三
十
五
号

県
立
保
健
大
学
の
中

の
期
間
に
お
け
る
業
務
の
実
績
に
つ
い
て
の
評
価
の

期
目
標
の
期
間
に
お

結
果
を
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め

け
る
業
務
の
実
績
に

の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

つ
い
て
の
評
価
の
結

関
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
五
十
八
号
）
附
則

果
の
報
告
の
件

第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
報
告
す
る
も
の

で
あ
る
。

（
担
当
課

健
康
医
療
福
祉
政
策
課
）


